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１ 基礎調査における現況調査・分析の実施内容

●上位計画・関連計画の整理

佐倉市の現状や公共交通に対する市民や来訪者のニーズを把握するために、
上位計画・関連計画や統計データ等による現状整理を行い、あわせてアンケート
調査（①～④）、OD調査（⑤）、ヒアリング等の意見聴取（⑥、⑦）を実施
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佐倉市の現状

公共交通のニーズ

調査・分析の実施内容

・運行状況
・利用状況
・市民の満足度
・公共交通を取り巻く課題

地域状況

公共交通
の現状

・まちづくりの方向性
・佐倉市の地域状況

①市民アンケート

●既存資料・データによる現状整理

⑤コミュニティバス利用実態調査
(OD調査)

市民の移動実態

公共交通への要望

④南部地域見直しアンケート南部地域ルートの利用実態・要望

⑥南部地域ワークショップ

⑦交通事業者ヒアリング

③市外からの来訪者へのアンケート調査

②バス利用者アンケート調査

まちづくりの方向性に対する公共交通の役割

地域状況や公共交通の運行状況・利用状況・満足度

コミュニティバスの利用ニーズの高い時間帯
や発着地

公共交通の運営面での課題、交通事業者の取組み

調査・分析結果から把握出来る主な内容

市民の日常の移動実態を踏まえた、市民の移動
ニーズと公共交通の運行内容

南部地域ルートの利用実態、地域住民から見た
運行内容の課題、代替案も含めた意見・要望

バスの運行内容や施設面の課題・改善要望

市外からの来訪者から見た佐倉市の公共交通の課
題・要望



２ 現況調査の実施状況（令和５年１０月時点）
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調査概要 調査実施期間 実施状況

①市民アンケート 市民の日常の移動実態や公共交通の利用状況、
公共交通に対する意見・要望等を調査（郵送
配布・回収＋インターネット回答）

令和5年9月上旬～10月上旬 配布枚数：3,000枚
回答件数：1,240件（41.3%）
（回答者数：2,249人）

②バス利用者
アンケート調査※

バス利用者を対象に路線バス及びコミュニティバス
の利用実態、改善事項等の意見・要望を調査

【平 日】令和5年9月6日（水）
【土日休】令和5年9月2日（土）

配布枚数：2,953枚
（平日:2,094枚、土日休：859枚）
回収件数：1,018件（34.5%）

③市外からの
来訪者への
アンケート調査

市外からの来訪者の公共交通の利用実態や公
共交通に関する意見・要望を調査（インターネッ
トによる調査）

令和5年9月26日（火）
～令和5年9月28日（木）

回収件数：300件

④南部地域
見直しアンケート
※

南部地域ルートの利用実態、地域住民から見た
運行内容の課題、代替案も含めた意見・要望を
調査

令和5年9月上旬～10月上旬 配布枚数：1,336枚
回答件数：391件（29.3%）
（回答者数：732人）

⑤コミュニティバス
利用実態調査
(OD調査)

コミュニティバス路線について、路線別、便別の利
用特性を把握するため、停留所間のODを調査

【平 日】令和5年9月6日（水）
【土日休】令和5年9月2日（土）

観測結果をもとに、コミュニティバスの利用
者数及び各乗降所の乗降者数を集計

⑥南部地域
ワークショップ

南部地域の公共交通の現状、利用状況、意見・
要望を把握するために、ワークショップ（意見交換
会）による意見聴取

令和5年10月25日（水）
令和5年10月31日（火）

ワークショップを2回開催し、地域住民の
意見を収集（取りまとめ中）

⑦交通事業者
ヒアリング

市内の公共交通の利用実態、利用促進策、今
後の予定（路線維持・見込み等）、利用者の
意見・要望等を把握するために、交通事業者を
対象に意見聴取

― 令和5年11月～12月頃実施予定



３ 調査の実施結果概要（①市民アンケート）

✓ 調査対象 佐倉市に住民票を有する15歳(高校生)以上を対象

✓ 配布数 3,000世帯(1世帯当たり平均2名の解答を想定、6地区※に500部ずつ配布)

※佐倉地区・臼井地区・志津地区（北部・南部）根郷地区・千代田地区

✓ 調査方法 対象者に郵送し、郵送・オンラインにより回収

項目 質問内容 結果の主な活用方針

利用者属性
・住所 ・年齢 ・性別 ・職業
・免許の保有状況
・自動車の運転継続意向

〇属性別の傾向把握
・後続の質問で把握する、公共交通の利用実態や要
望等の回答とクロス集計し、地区別、年齢別等の
属性別のニーズを把握

移動実態
（通勤通学、買い物、

通院別）

・移動先の所在地
・移動先の施設名称
・移動手段 ・移動時間帯 ・移動頻度

〇移動に関するニーズを踏まえた施策検討
・市民のライフスタイルに応じた移動実態を把握す
ることにより、コミュニティバスの運行内容の見
直しや路線バスの利用促進等の施策の検討に活用

公共交通に関する
意見・要望

・公共交通を利用しない理由
・自動車以外の代替移動手段
・公共交通の運行で希望する目的地

〇公共交通の改善内容・利用促進策の検討
・利用者の意見を踏まえた施策検討
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（１）調査概要

市民の日常の移動実態や公共交通の利用状況、公共交通に対する意見・要望等を調査



３ 調査の実施結果概要（①市民アンケート）
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（２）調査結果（回答者属性）
⚫回答者の男女比は、概ね同程度である。また、年齢は70代の方が最も多く、40代～80代の回答が大半を占める
⚫回答者の居住地を見ると、回答は佐倉市内の各地区から満遍なく回答が得られている。

性別 居住地

※南部地域見直しアンケート調査の回答を含む

男性

47.4%
女性

50.2%

回答しない

1.3%

無回答

1.1%

総数

2,981

4.3

5.8

6.6

10.8

14.0

17.8

25.8

14.2

0.6

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

19歳以下

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代以上

無回答

総数=2,981

12.9

13.3

11.3

12.4

11.4

14.0

13.1

11.4

0.1

0% 5% 10% 15%

佐倉地区

臼井地区

志津地区北部

志津地区南部

根郷地区

千代田地区

和田地区

弥富地区

無回答

総数=2,981

年齢



20.2

16.6

15.0

13.9

10.7

8.6

7.8

1.4

0.3

0.0

5.6

0% 5% 10% 15% 20% 25%

臼井方面

ＪＲ佐倉駅方面

県内他市町村

その他市内

京成佐倉駅方面

志津駅方面

ユーカリが丘方面

県外

和田地区

弥富地区

無回答

総数=1,157

３ 調査の実施結果概要（①市民アンケート）
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（３）調査結果（目的地の所在地）
⚫通勤・通学先の所在地は、県内他市町村が最も多く、次いで県外へ移動しており、市外が5割程度である。
⚫買い物では、JR佐倉駅方面への移動が最も多く、次いで臼井方面の買い物先へ移動する傾向が見られる。
⚫通院では、臼井方面、JR佐倉駅方面、佐倉市外の県内の市町村へ移動する傾向が見られる。

通勤・通学

※南部地域見直しアンケート調査の回答を含む

買い物 通院

目的地の所在地

33.8

16.0

14.8

10.2

8.2

4.4

4.4

3.7

1.6

1.5

1.4

0% 10% 20% 30% 40%

県内他市町村

県外

その他市内

ＪＲ佐倉駅方面

京成佐倉駅方面

臼井方面

ユーカリが丘方面

志津駅方面

和田地区

弥富地区

無回答

総数=1,398

26.0

17.3

11.3

9.5

9.3

7.2

5.1

0.2

0.2

0.1

13.8

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

ＪＲ佐倉駅方面

臼井方面

ユーカリが丘方面

県内他市町村

その他市内

志津駅方面

京成佐倉駅方面

県外

弥富地区

和田地区

無回答

総数=2,981



３ 調査の実施結果概要（①市民アンケート）
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（４）調査結果（移動手段）
⚫目的地への移動手段については、どのケースにおいても自家用車を自分で運転して移動する方が約5割
⚫その他、通勤・通学では鉄道の利用が3割程度、買い物及び通院では家族・友人の送迎での移動が2割程度と多く見られる。

通勤・通学

※南部地域見直しアンケート調査の回答を含む

買い物

48.2

33.5

11.3

9.9

9.7

4.4

2.6

1.9

1.1

0.4

0.0

0.9

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自家用車（自分で運転）

鉄道

路線バス

自家用車（家族・友人の送迎）

自転車

徒歩のみ

オートバイ

コミュニティバス

送迎バス

タクシー

シニアカー

その他

無回答

総数=1,398 （複数回答）

53.5

18.8

10.3

7.3

4.6

2.0

1.9

1.4

0.9

0.4

0.0

0.5

10.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自家用車（自分で運転）

自家用車（家族・友人の送迎）

徒歩のみ

自転車

路線バス

鉄道

コミュニティバス

オートバイ

タクシー

送迎バス

シニアカー

その他

無回答

総数=2,981 （複数回答）

50.6

21.0

12.1

9.1

7.5

3.8

3.7

2.8

1.1

1.0

0.2

0.3

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自家用車（自分で運転）

自家用車（家族・友人の送迎）

徒歩のみ

路線バス

鉄道

自転車

タクシー

コミュニティバス

オートバイ

送迎バス

シニアカー

その他

無回答

総数=1,157 （複数回答）

通院

目的地への移動手段



３ 調査の実施結果概要（①市民アンケート）
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（５）調査結果（路線バス・コミュニティバスの利用状況）

利用しない理由

68.6

1.8

10.9

11.1

14.2

10.3

19.8

14.6

4.1

4.7

17.6

16.6

68.6

10.8

20.6

11.3

18.5

8.9

18.1

14.5

3.4

2.2

16.8

10.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自動車（送迎含む）で移動している

コミュニティバス/路線バス

を利用している

利用できるバス路線やバス停、

行先やダイヤを知らない

最寄りのバス停まで遠い

路線バスで目的地まで

行くことが出来ない

鉄道や他のバス路線への

乗り換えが不便・面倒

運行本数が少ない

利用したい時刻に

運行していない

遅延などで時間が読めない

運賃が高い

徒歩・自転車等の

移動手段の方が便利

無回答

路線バス

コミュニティバス

総数=路線バス2,255

コミュニティバス2,622 （複数回答）

⚫路線バスでは全体の約2割が、コミュニティバスでは全体の約1割が利用していると回答している

⚫路線バスやコミュニティバスを利用しない理由としては、送迎を含む自動車での移動が大半を占める他、路線バスでは運行
本数や目的地へ移動できないこと、コミュニティバスではバス停・行先・ダイヤの認知度や目的地まで移動できないという回答
が多く寄せられた

利用状況

利用している

18.9%

利用していない

75.6%

無回答

5.4%

総数

2,981

利用している

6.6%

利用していない

88.0%

無回答

5.5%

総数

2,981

路線バス コミュニティバス



３ 調査の実施結果概要（①市民アンケート）
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（６）調査結果（運転の継続意向・自動車の代替手段）
※南部地域見直しアンケート
調査の回答を含む

⚫運転免許証を持っている方のうち、約7割が今後も運転を継続すると回答している一方、将来的に運転をやめたいという回答
が一定数（約14％）見られる

⚫自動車がなくなったときの移動の代替手段としては、路線バスの回答が最も多く、その他鉄道やコミュニティバスなどの公共
交通を利用するという回答が多く得られた

自動車の代替手段運転の継続意向

今後も運転を

継続する

73.9%

他の移動手段

があれば運転

をやめたい

3.2%

将来的（数年～

10年程度）に運

転を辞めたい

14.3%

（ほとんど）運転

はしていない

6.9%

無回答

1.8%

総数

2,189

54.1

40.9

36.9

31.9

28.1

27.6

2.3

1.5

2.2

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

路線バス

鉄道

コミュニティバス

タクシー

自転車

家族・友人の送迎

徒歩のみ

シニアカー

その他

無回答

総数=2,021 （複数回答）



✓ 調査対象 京成佐倉駅、臼井駅、ユーカリが丘駅、志津駅、JR佐倉駅の

５鉄道駅バス停の利用者

✓ 配布数 2,953票(５駅合計で平日2,094票、休日859票）

✓ 調査方法 バスの乗車待ちをしている対象者に調査票を配布し、郵送・オンラインにより回収

項目 質問内容 結果の主な活用方針

利用者属性
・住所 ・性別 ・年齢
・職業(学生、会社員等) ・免許の保有状況

〇属性別のバス路線の利用傾向やニーズの把握

移動実態

・利用したバス路線 ・乗降停留所名
・移動目的 ・移動目的地(施設名称)
・移動頻度 ・移動時間帯
・バス以外に利用する公共交通

〇バス路線の利用状況の把握

バス路線に関する
意見・要望

・路線バスやコミュニティバスの
改善を期待する機能

・バスや、公共交通全体に対しての意見
〇公共交通の改善内容・利用促進策の検討
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４ 調査の実施結果概要（②バス利用者アンケート）
（１）調査概要

バス利用者を対象に路線バス及びコミュニティバスの利用実態、改善事項等の意見・要望を調査
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４ 調査の実施結果概要（②バス利用者アンケート）
（２）調査結果（属性・移動目的）

⚫回答者は女性の回答者が男性を大きく上回っている。また、年齢は70代の方が最も多く、50代～80代の回答が大半を占める
⚫主な移動目的は、平日では「通勤・通院・買い物」、休日では「買い物・通勤・日常の趣味・娯楽」である

41.8 

5.5 

2.0 

14.4 

17.3 

0.6 

6.8 

1.3 

5.8 

4.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

通勤

通学

業務

買い物

通院

観光・レジャー

日常の趣味・娯楽

食事・喫茶

その他

無回答

平日総数=710

19.8 

1.6 

1.2 

26.2 

9.1 

3.2 

17.1 

3.2 

13.9 

4.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

通勤

通学

業務

買い物

通院

観光・レジャー

日常の趣味・娯楽

食事・喫茶

その他

無回答

休日総数=252

男性

28.7%

女性

53.8%

無回答

17.5%

平日

総数

710

男性

29.8%

女性

49.2%

無回答

21.0%

休日

総数

252

4.8 

5.9 

4.1 

8.2 

17.3 

19.6 

24.9 

14.6 

0.6 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

19歳以下

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代以上

無回答

平日総数=710

2.0 

3.2 

1.2 

12.7 

17.9 

17.1 

27.8 

17.9 

0.4 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

19歳以下

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代以上

無回答

休日総数=252

回答者属性（性別・年齢） 移動目的
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４ 調査の実施結果概要（②バス利用者アンケート）
（３）調査結果（路線バスやコミュニティバスに対する改善要望）

⚫路線バスやコミュニティバスに対する改善要望は、運行本数を挙げる回答者が最も多く、乗継の際の待ち時間や運行時間帯
等、移動に関する要望が目立つ

⚫また、屋根やベンチの設置といった待合環境や、バスの位置情報・運行状況、時刻表や経路案内に関する改善を求める声が
挙がっている

路線バスやコミュニティバスに改善を期待すること

60.4

8.3

29.5

4.1

15.0 17.0
11.8

8.3 7.8
10.9

15.5
10.1

31.9
28.0

2.1

23.6

14.7

27.9

36.8

15.8 13.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

運
行
本
数

運
行
ル
ー
ト

運
行
時
間
帯

バ
ス
停
の
位
置

運
賃

到
着
の
遅
れ

バ
ス
の
乗
り
心
地

急
停
車
・急
発
進

車
内
混
雑

運
転
手
の
対
応

乗
降
時
の
段
差

車
内
の
情
報
提
供
の

わ
か
り
や
す
さ

屋
根
の
設
置

ベ
ン
チ
の
設
置

シ
ニ
ア
カ
ー
置
き
場

の
設
置

時
刻
表
や
経
路
案
内

の
見
や
す
さ

路
線
図
・バ
ス
マ
ッ
プ

バ
ス
の
位
置
情
報
や

運
行
状
況

乗
り
継
ぎ
の
際
の

待
ち
時
間

乗
り
継
ぎ
に
関
す
る

情
報
提
供

鉄
道
や
他
の
バ
ス
路
線

と
の
乗
り
継
ぎ
割
引

（％）

運行状況 乗車時の安全性・快適性 待合環境 情報提供
他のバス路線や鉄道

との乗継

総数1,018



✓ 調査対象 首都圏(1都3県)在住者で、過去2年間に佐倉市に来訪した人

上記の中で佐倉市内の路線バス、コミュニティバス、鉄道駅を利用した人

✓ 回収数 300票

✓ 調査方法 インターネットアンケートを使用し、オンラインにより回収

項目 質問内容 結果の主な活用方針

利用者属性
・性別 ・年齢
・職業(学生、会社員等)

〇属性別の移動傾向やニーズの把握

移動実態
・来訪目的 ・来訪目的地(施設名称)
・来訪頻度 ・来訪時間帯
・利用した交通手段(バス、鉄道、自家用車等)

〇市外の来訪者のバス路線の利用状況の把握

路線バス・
コミュニティバス

について

・路線バスやコミュニティバスの満足度
・路線バス・コミュニティバスを
利用しなかった理由

・改善による佐倉市への再来意志
・路線バス、コミュニティバスに対する意見

〇公共交通の改善内容・利用促進策の検討

13

５ 調査の実施結果概要（③市外からの来訪者へのアンケート）

（１）調査概要

市外からの来訪者の公共交通の利用実態や公共交通に関する意見・要望を調査
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５ 調査の実施結果概要（③市外からの来訪者へのアンケート）

（２）調査結果（属性・移動目的）
⚫回答者は男性の回答者が女性を大きく上回っている。また、回答者の年齢は30代～60代を中心に満遍なく回答が得られた
⚫主な来訪目的は、レジャーと回答した方が全体の56％を占める

来訪目的

通勤
3%

通学

0%

業務

8%

買い物
11%

通院

3%

レジャー
56%

日常の趣味・

娯楽
6%

食事・喫茶

5%
その他
8%

n=300

回答者属性（性別・年齢）

10代
0%

20代
10%

30代
19%

40代
25%

50代
24%

60代
17%

70代
5%

n=300

男性

70%

女性
30%

n=300
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５ 調査の実施結果概要（③市外からの来訪者へのアンケート）

（３）調査結果（満足度）
⚫佐倉市内の路線バスでは「安全性」「時刻表通りの運行」「停留所の立地」などが、コミュニティバスでは「目的地までの速さ」
「停留所の立地」「運賃」などが満足したものとして挙げられている

⚫逆に不満に感じたものは、路線バス及びコミュニティバスともに「運行本数」「運行ダイヤ」などが挙げられている
⚫路線バスやコミュニティバスが今より便利になったら、約8割の人が今よりも頻繁に佐倉市を訪れたいと回答している

路線バスやコミュニティバスに関する満足度 バスの利便性が向上したときの来訪意向
（今よりも頻繁に訪問したいと思うか）

21.4

16.9

19.4

29.4

19.4

22.4

19.4

29.4

9.0

19.4

16.4

4.0

15.9

4.0

5.0

31.8

25.4

11.4

6.0

4.5

8.5

7.0

2.0

7.0

7.0

4.5

2.0

6.5

7.5

6.0

0% 10% 20% 30% 40%

運行本数

運行ダイヤ

運行時間帯

時刻表通りの運行

目的地までの速さ

停留所の立地

車内の混雑状況

安全性

鉄道や他のバスへの乗り継ぎ

運賃

ICカード等の支払いや切符購入の利便性

バリアフリー(乗降時の段差など)

運転手の対応

バス停での待合環境

バスの情報提供・表示

民間路線バスで満足

しているもの

民間路線バスで不満

に感じたもの

19.8

23.1

22.0

17.6

28.6

28.6

16.5

17.6

12.1

26.4

8.8

12.1

18.7

9.9

6.6

29.7

23.1

14.3

5.5

8.8

3.3

5.5

2.2

6.6

8.8

6.6

4.4

3.3

8.8

5.5

0% 10% 20% 30% 40%

運行本数

運行ダイヤ

運行時間帯

時刻表通りの運行

目的地までの速さ

停留所の立地

車内の混雑状況

安全性

鉄道や他のバスへの乗り継ぎ

運賃

ICカード等の支払いや切符購入の利便性

バリアフリー(乗降時の段差など)

運転手の対応

バス停での待合環境

バスの情報提供・表示

コミュニティバスで満足し

ているもの

コミュニティバスで不満に

感じたもの

民間路線バス コミュニティバス

思う
83%

思わない
17%

n=300



✓ 調査対象 佐倉市の和田地区、弥富地区に住民票を有するもの

✓ 配布数 和田地区・弥富地区の全世帯（1,336世帯）に配布(1世帯当たり平均2名の解答を想定)

✓ 調査方法 対象者に郵送し、郵送・オンラインにより回収
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６ 調査の実施結果概要（④南部地域見直しアンケート）
（１）調査概要

南部地域ルートの利用実態、地域住民から見た運行内容の課題、代替案も含めた意見・要望を調査

項目 質問内容 結果の主な活用方針

利用者属性
・住所 ・年齢 ・性別 ・職業
・免許の保有状況
・自動車の運転継続意向

〇属性別の傾向把握
・後続の質問で把握する、公共交通の利用実態や要望等の回答と
クロス集計し、地区別、年齢別等の属性別のニーズを把握

移動実態
（通勤通学、買い物、通

院別）

・移動先の所在地
・移動先の施設名称
・移動手段 ・移動時間帯 ・移動頻度

〇移動に関するニーズを踏まえた施策検討
・市民のライフスタイルに応じた移動実態を把握することにより、
コミュニティバスの運行内容の見直しや路線バスの利用促進等
の施策の検討に活用

南部地域ルートの
利用実態・意見・要望

・南部地域ルートの認知度、利便性
・鉄道駅周辺への移動実態
・路線バスへの乗り継ぎの利用状況
・デマンド交通等を含めた意向

〇南部地域ルートの運行内容の改善検討
・便ごとに行先が変わることに対する改善内容
・鉄道駅や路線バスへの乗り継ぎ先
・デマンド交通等を含めた見直し検討

公共交通に関する
意見・要望

・公共交通を利用しない理由
・自動車以外の代替移動手段
・公共交通の運行で希望する目的地

〇公共交通の改善内容・利用促進策の検討
・利用者の意見を踏まえた施策検討



コミュニティバスを利用しない理由

82.7

1.0

17.9

11.6

30.7

21.0

27.8

24.2

4.2

3.2

7.6

9.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自動車（家族の送迎含む）で

移動している

路線バスを利用している

利用できるバス路線やバス停、

行先やダイヤを知らない

最寄りのバス停まで遠い

コミュニティバスで

目的地まで行くことが出来ない

鉄道や他のバス路線への

乗り換えが不便、または面倒

運行本数が少ない

利用したい時刻に運行していない

予定時刻からの遅れがあるなど、

時間が読めない

運賃が高い

徒歩や自転車など、

他の移動手段の方が便利

無回答

(複数回答)

南部地域(619)

６ 調査の実施結果概要（④南部地域見直しアンケート）
（２）調査結果（南部地域ルートの認知度、利用状況）

知っている

90.8%

知らなかった

9.2%

総数

629

南部地域ルートの認知度

利用している

9%

利用していない

91%

総数

680
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コミュニティバスの利用状況

⚫コミュニティバスの南部地域ルートについて、地域の方の大半が運行していることを知っているが、実際に利用していると答え
た方は、全体の約1割程度である

⚫コミュニティバスを利用しない理由の大半が自動車での移動を挙げており、それ以外では、目的地への運行や運行本数、 運
行時刻に関する理由が多く挙がっている



南部地域における望ましい交通手段

６ 調査の実施結果概要（④南部地域見直しアンケート）
（３）調査結果（接続先の要望、乗継状況、望ましい交通手段）

南部地域ルートが接続してほしい
鉄道駅

18

⚫南部地域ルートが接続してほしいと思う鉄道駅は、JR佐倉駅の回答が多く寄せられた
⚫一方、JR佐倉駅へ接続する千葉グリーンバスへの乗り継ぎ利用をしたことがある人は、全体の約1割程度
⚫南部地域における望ましい交通手段として、タクシーチケット等の助成という回答の割合が全体の約5割と最も多く、次に路線
バス継続の意見が多く寄せられた

67.6

25.9

15.6

14.0

13.4

12.8

9.9

0% 20% 40% 60% 80%

ＪＲ佐倉駅

ＪＲ物井駅

ＪＲ榎戸駅

ＪＲ南酒々井

駅

千城台駅

特になし

無回答
総数=494 （複数回答）

路線バスの継続

32.6%

予約型の乗合タクシー

（デマンド交通）に変更

18.1%

タクシーチケット

等の助成

49.3%

総数

574

ちばグリーンバスの
乗り継ぎ利用の状況

乗り継ぎをしたことがあり、

今後も利用したい

4.8%

乗り継ぎをしたことがない

が、今後利用してみたい

25.0%

乗り継ぎ利用をしたことが

あるが、今後は利用したい

と思わない

4.8%

乗り継ぎをしたことがなく、今後

も利用したいとは思わない

65.5%

総数

565



✓ 調査対象 コミュニティバスの全ルート全便

南部地域ルート：2台

その他４ルート：各1台

✓ 調査方法 調査員1名がバスに乗車し、目視にて項目に沿って各乗客の記録をする（平日1日、休日1日実施）

項目 質問内容 結果の主な活用方針

利用者
属性

・性別
・年代5区分
①小学生、②学生(中・高・大)、③一般
④高齢者(概ね70歳以上)、⑤障害者)

○属性別の便ごとの移動需要の把握
○運行頻度の変更により影響を受ける需要の推定
等

移動実態
・乗車、降車のバス停
(自由乗降区間での乗降は次のバス停に計上)

〇移動需要の高い乗車場所・降車場所の把握
〇時間帯毎の運行頻度の見直し検討

７ 調査の実施結果概要（⑤コミュニティバス利用実態調査）

19

コミュニティバス路線について、路線別、便別の利用特性を把握するため、停留所間のODを調査

（１）調査概要



７ 調査の実施結果概要（⑤コミュニティバス利用実態調査）
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（２）調査結果（利用者属性）
⚫コミュニティバスの利用者は、平日・休日ともに女性の利用者が多く、全体の約6割を占める
⚫利用者の年齢層で最も多いのは、平日では高齢者で約5割、休日では一般の成人で約6割の利用が見られる

性別

173人

37%

298人

63%

全体（平日）

男性

女性

N＝471

159人

42%
219人

58%

全体(休日)

男性

女性

N＝378

年齢

小学生

17人

4%

学生

30人

6%

一般

198人

42%

高齢者

223人

47%

障害者

3人

1%

全体（平日）

N＝471

小学生

18人

5%

学生

16人

4%

一般

207人

55%

高齢者

135人

36%

障害者

2人

0%

全体(休日)

N＝378



７ 調査の実施結果概要（⑤コミュニティバス利用実態調査）

（３）調査結果（利用者数）

21

⚫利用者数は、全ルートともに平日の利用者数が土休日を上回る傾向
⚫ルート別で比較すると、内郷ルートの利用者数が最も多く、南部地域ルートの利用者数が最も少ない

佐倉市コミュニティバスの利用者数（OD調査結果）



✓ 目的 南部地域の公共交通の現状と課題、解決策について住民と意見交換を行い、南部地域における望ま

しい移動手段の検討に向けた基礎資料とする。

✓ 参加対象 南部地域（和田地区、弥富地区、根郷地区の一部）の地区代表者

✓ 実施方法 所定のテーマについて、グループによる意見交換を行い、結果として集約する。

対象地区 開催日時・場所 テーマ、項目

和田地区（12地区）
・令和５年１０月２５日（水）１９時～
・和田ふるさと館

〇南部地域の移動・交通の現状と今後の見込み
（移動の手段・目的、公共交通を使わない理由、将来の変
化・見込み）

〇地域住民にとってより便利で使いやすい公共交
通とは

（コミュニティバスや既存公共交通の改善の視点、デマンド
交通導入の視点）

弥富地区（8地区）
根郷地区（5地区）

・令和５年１０月３１日（火）１９時～
・弥富公民館

22

８ 調査の実施結果概要（⑥南部地域ワークショップ）

（１）調査概要



９ 今後のスケジュールについて
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

調査委託事業者選定

上位・関連計画整理
公共交通の現状把握

①市民アンケート調査
③市外からの来訪者へのアンケート調査
④南部地域見直しアンケ―ト調査

②バス利用者アンケート調査

⑤OD調査

南部地域ワークショップ

交通事業者へのヒアリング調査

地域公共交通会議

見直し方針決定

既存資料・データの収集整理

配付
集計

見直し方針案作成

第２回 第３回アンケート調査内容
について

調査報告書及び計画
の見直し方針について

配付
集計

集計

第１回

現況、アンケート調査
結果について

まとめ

まとめ

調査票作成・調査準備

調査票作成・調査準備

調査票作成・調査準備

実施準備

調査準備

調査

WS開催

調査


